






























































経 過 A氏・妻のことば 受け持ち看護師の思い
Y＋12 再発腫瘍に RT開始 A氏「はじめての治療だから効いてくれれば」
Y＋18 腹痛・嘔気嘔吐の急
激な増強 腸間気腫
治療で苦痛が強くなるのなら治療を
やめて緩和ケアに専念しては.
Y＋19 主治医より RT中止
を提案,中止
A氏「先生が休んだ方がいいと言うならそうする」
妻 ?治療はやる気だったので,今は葛藤していると思
う」
Y＋20 主治医の思い :腫瘍
の圧排による黄疸は RT中止
して更に増悪するだろう.術
後だが ERCPが可能か.
本人に提案
A氏「もしかしたら効果がでるかも.しないで待つよ
り治療したい.してダメならあきらめる.」
妻 ?辛くさせたくないけど,本人が一直線に治療に向
けて意気込んでいるので何も言えない.」
帰るなら今しかない.治療行為自体
が目的になっていないか?QOLはど
うなのか.←→A氏の「生」への強
い思いを感じる.治療を受ける事へ
の迷いがない.治療を受けられるよ
うにするのがいいのか.
Y＋22 Wバルン内視鏡不
可
Y＋26 ERCPは困難なこと
を主治医が説明
A氏「まったく語らず.」
妻 ?本人がもう死ぬんだ,ダメなんだって興奮して泣
いて沈んでいる」
Y＋34 せん妄出現
Y＋40 永眠
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